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テラヘルツ(THz)電場などの超高周波電界検出は、テラヘルツ技術において、最も基本となる技

術の一つであり、テラヘルツ科学や Beyond 5G/6G 時代の超高速無線通信等の分野において様々な

応用が期待される。テラヘルツ時間領域分光法は、THz 電場パルスを用いた代表的な周波数分光

計測法であり、様々な材料の分析評価や非破壊検査法としても注目されている。THz 電場パルス

による電気光学(EO)結晶の EO 効果を利用した検出法である EO サンプリング法では、検出のバン

ド幅は、プローブ光のパルス幅だけでなく THz 周波数域及び光波での EO 結晶の誘電特性によっ

て制限され、検出効率は EO 結晶の電気光学係数とその膜厚に比例する。近年、我々は EO ポリマ

ーのシュタルク効果を用いた、THz 波の電界による吸光係数の変化を利用した新規な THz 電場検

出方法を考案し、THz 電場の高精度・広帯域計測の実証等を行ってきた[1]。シュタルク効果を利

用した THz 電場検出では、検出効率は非線形感受率の虚部(Im χ(2)(-ω;ω,0))及び膜厚に比例し、プ

ローブ光の波長での吸光係数及び吸収形状関数の微分値を考慮した最適な膜厚の EO ポリマー膜

を調整する必要がある。 

EO ポリマーには、EO 効果の発現のため、EO ポリマーを電極間に挟んで、ガラス転移温度(Tg)

付近で 100 V/µm 程度の高電界を印加するポーリングという処理が必要である。一方、THz 波検出

に関する応用では、電極は THz 波検出の妨げとなるため、我々はポーリングした EO ポリマー膜

のみをTHz周波数帯に吸収のないシクロオレフィンポリマー基板

に転写する方法を開発してきた[2]。今回の発表では、EO ポリマ

ーの電気光学効果またはシュタルク効果を利用した高効率・超広

帯域電界計測のために、EO ポリマーのフリースタンディング膜及

び様々な膜厚を有する積層膜を作製するための技術開発を行った。

耐熱性及び靭性の高いポリカーボネート(PC)系 EO ポリマー

(Tg:189℃)にポーリングを行った後、エッチング技術、表面処理技

術、真空熱圧着技術等を用いて作製を行った。Fig .1 に一例を示す。 
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Fig. 1. PC系 EOポリマー積

層膜 (40～50 µm)． 

30～40 pm/V 程度の電気

光学係数を持つ 4～5 µmの

PC 系 EO ポリマー膜を 10

枚積層した． 
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